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は　じ　め　に

　以前から石川県のキノコ調査を続けてきた筆者に，金沢大学理学部の里見信生先生から，「白山の

キノコを調査したら。」とのお勧めがあった。白山と一口に言っても，その範囲があまりにも広く急峻

な山地を，学問的にも体力的にも非力な筆者では，限られた期間には到底不可能であると固辞したの

であるが，勉強の機会として是非にと言われ，浅学非才を顧みずにお引き受けした。

　今回は，現在までに確認できたハラタケ目のキノコのうち，種の同定できたものの目録を掲げて報

告する。

調査範囲と調査方法

１　調査範囲

　　白山の限定が極めて困難なため，石川県内の白山登山口を起点として白山頂上に至る登山道の周

　辺とし，植生の垂直分布域にすれば，ブナ帯中位以上となる。

　　調査した登山道は, A＝砂防新道, B ＝観光新道(以上起点別当出合), c ＝釈迦新道, D ＝別山

　道(以上起点市の瀬). E ＝岩間道, F ＝楽々新道(以上起点新岩間温泉),G ＝中宮道(起点中宮温泉),

　Ｈ＝砂御前道(起点桑島),その他が一部含まれる〈図1,参照〉。

２　調査方法

　　毎年梅雨明けから10月中旬までの期間中，上記の登山道周辺の林野地上，樹上，倒木上，その他

　を，肉眼探索で発見したものを，できる限り生態写真，調査資料をそろえ，写生図を製作した。

　　一部のキノコの種の同定は，滋賀大学教授，理学博士　本郷次雄先生にお願いした。

調　査　結　果

１　記載上の凡例

　　一種につき，次の事項について番号順に記述する．

　（1）.学名.（2）,和名．「　」内は筆者の新称名.（3）,〔本キノコ記載図鑑略号と解説ページ〕.（4）,採

　集地を前記登山道のアルファベット記号と林相及び寄生主. (5）,（標本番号）

引用図鑑の略記号は次のとおりにした。

原正・続　　今関，本郷共著　　　　原色日本菌類図鑑　正または続　　　　　　　　　保育社

標菌　　　　今関，本郷，椿共著　　標準原色図鑑全集　14　菌類　　　　　　　　　　保育社
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ガイド　　　今関，本郷共著　　　　カラー自然ガイド　きのこ　　　　　　　　　　　保育社

自然　　　　井上，横山共著　　　　自然観察と生態シリーズ6,きのこ，こけ，しだ　小学館

原家　　　　清水，水野，伊沢共著　原色きのこ　　　　　　　　　　　　　　　　家の光協会

　上記の図鑑に記載されていない種については，特徴と図を載せた。図の記号は，次のものを示

している。

a,子実体全形. b,子実体の縦断面. c,担子胞子. d,担子柄．e1， 縁シスチジア. e2，側

　シスチジア. fl.菌糸. f2、球形菌糸. g.乳管。

２　キノコ目録
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お　わ　り　に

　現在までの調査で，ハラタケ目のキノコは17科, 148種, 1変種, 2品種が認められたが，研究不

足から，未だ同定の完了しないものが，かなり残っている。

　白山とは言え，低山帯や平地で極く普通に見受けられる種類も多く含まれ,特に腐生菌に多かった。

今後，更に調査を続ける事で一段と多くの種類が発見されるであろう。

　最後に，この調査並びに報告書をまとめるにあたり，御懇切な御指導，標本の鑑定を載きました，

滋賀大学教授，理学博士　本郷次雄先生。金沢大学理学部里見信生先生の御配慮。白山自然保護セン

ターからの調査活動に対する御便宜。そして，この調査に一方ならぬ御助力を頂きました石川植物の

会，日本菌学会員，米山競一氏の方々に対し，深く感謝の意を表します。

　なお，本調査の一部に白山調査研究委貝会の研究費を使用しました。

Summary

The aim of thispaper is to report 148 species and one variety,2 forms of Agaricales

distributedin 17 familieswhich have been collectedin Mt. Hakusan by me and Mr. Yoneyama

for the past fiveyears.
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